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里見　秀現

　東京国立天文台の 台長観 山正 見師が東大仏教 青年会の 公開講座で 「大宇宙の 中

の 私た ち」 とい う題 で 講演 された 。 観 山師の祖 父 と父親 は東大の イ ン ド哲学 を学

ばれ 、 ご 自身は理論物理学が 盛ん な京都大学で 物理 学 を学ばれ た 。 講義の 内容 は 、

最新の 天文学の 研究 を仏教 の 宇宙観 と照 らし合 わせ て 「我々 は宇宙の 悠久の 歴 史

とつ なが っ て い る 存在 で あ る」 との 趣 旨が 述 べ られ た 。

　1　 三 千大千穫界

　三 千 世 界 は 、 小世 界が 千集 まっ て 中世 界 となり、 中千世界が 千集まっ て 大千世

界 とな り、 大 、 申 、 小全 て をま とめ た世 界が三 千大千世 界 と言 わ れて い る宇宙観

で ある 。

　現実の 宇宙は どの ように な っ て い る か とい うと 、 太陽系の よ うな集まりが 、 約

一
千億個 集 ま っ て 銀河 を形成 して い る 。 さ らに、 この 銀河が 集 ま っ て 銀河団 を形

成 して い る とされ る 。 こ の 銀河団が多い と こ ろ と殆 ど存在 しない とこ ろ が あ り、

泡 の よ うな グ レー
トウ ォ

ー ル とい わ れ る大規模 な構造 を形づ くっ て い る 。

三 千大千 世界 と宇宙論の 構 造

　両宇宙観 も階層構 造 で あ る 。 大 まか に 二 つ の 宇宙像 を比較す る 。

　小千琶 界
… … … …鑞 司

幽
宇宙

　中千世 界… … … … 銀河 団

　大千世界… … … … 膜銀河 序 宙大規模構造）

　曼 陀羅世界 … … … 平行銀河 、 多元銀河等

　大 目如来… … … … 鞠質 、 反物質 、 重力子、
ニ ュ

ー トリノ の 左 巻 き、 右巻 き、 ダ

　　　　　
ー

クマ タ
ー

、 ダ
ー

ク エ ネル ギ
ー

の 発生源 、 有為法 、 無為法等

　 こ の よ うな宇宙は 、 137億 年前あ る特異点か ら ビ ッ クバ ン に よ っ て創 造 された

と され て い る。 その 根拠 は宇宙全体か ら くる 3K 輻射 とい われ る電磁波 で あ る 。

つ ま り、
ビ ッ グバ ン に よ っ て で きた 超高温 の 火 の 玉 が 3K まで 冷 え る時 間 を計

算 して だ された 。
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　この よ うに観 灘 された もの か ら、 他に どの よ うな宇宙が で きるの か を推醐する 。

つ まり、 光が弱 くな り重 力の レベ ル と同 じに な る とい うこ とで ある。
こ の 世界を

図示 して み る 。

　上 の 園 は 、 物質世界 と反物質世界が交互 に存在する とい う図で ある。

　我 々 の 住 んで い る 、 宇 宙 は物 質だけで で きて い て 、 反物質は存在 して い ない
。

つ ま り対称性 が 無 い とい うこ とで あ る 。 こ の 状 態 を解決 す るた め に は、 二 つ の 考

え 方が あ る 。 最初か ら反物 質 よ り物 質が多か っ た とする説 。 もう
一

つ は、 は る か

彼方に反物質が ある （物 質 と反物 質が 出会 う と光 とな っ て消失するか ら 、 出会 うこ との ない

距離）とい う考えで ある 。 その 距離 は どの くらい 離 れ て い る か とい うと 3K 輻身寸

の 温度が 、 重力の と同 じレベ ル の エ ネル ギ ー
に下 が る距離 である 。 反物質の 宇宙

の 光は物質界 に届 くと重 力 に な り、 物質か ら発射 された光は、 反物質の 選界 に来

る と重力 に なる 。

　2 　長 さの 不 思議

　広 中平祐 教授 の 『広 中平祐 の 数学教室』　サ ン ケ イ出版

　先ず直線 AB を考 えて み る 。
つ ま り長 さの こ とで あるが 、長 さ とはい っ た い 何

で あ るわ を同書か ら引用 して 不 思議 な性 質考 える 。

　「下 図＠ 三 角 形 ABC をみ て くだ さい 。 三 辺 の 中点 を 、 そ れ ぞ れ 雑 、
　 N 、 0 と

する と、 中点連結 の 定理 で 、 MO ／／AB （／／は 、平行 をあ らわす記号）、
　 NO ／／AB とな り

ますね。 向か い 合う二 辺が それぞ れ平行 なの で 、 四 角形 AMON は平行四 辺形。

だ か ら AM ＝ NO 、
　 AN ニ MO 。 そ うする と 、 三 角形二 辺の AB と AC をた した 長

さ は、 折 れ線 BMNC の 長 さに等 しい こ とが 分か りますね 。 図 
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　さて 、 三 角形の 三 辺 で 、 そ れ ぞ けの 中点 を とる 操作 を△ MOB 、
△ NOC で 繰 り

返 した ら どうなるで し ょ う。 今度 は 山 を 4 っ もっ た折 れ線◎が で きますが 、 この

折 れ線 の 長 さ もAB と AC の 二 辺 をた した 長 さ に等 しい こ とが 分 か るで し ょ う。

　こ の 操作繰 り返す と 、 折 れ線 は   の よ うに な り、 どん どん底辺 に 近付い て い き、

つ い には BC と見分 けが つ か な くなる で し ょ う。

◎

A
＠

A

M N M N

B
0

C　 　B 0 C

　こ の こ とは何 を示 唆 して い るか とい うと 、 平面が線 に集約 され 、 線が点に 集約

され る とい うこ とを暗示 して い る 。

　こ の 世界 で は 、 重 力子が 物質に 取 り込 まれ る とダー
ク マ タ

ー とな りダー
ク エ ネ

ル ギ ー とな る 。
つ ま り空 間が仮想量子化する とい うこ とで ある 。

　3　 ユ
ー

ク リ ッ ドの 『原論』

　西洋世 界 で は、 『聖 書』 の 次 にユ
ー

ク リ ッ ド幾何学 の 『原 論』 が 二 千年 もの 間

ベ ス トセ ラ
ー と して よ まれ て い る 。 こ の 原論の 内容の

一
部 を知 る事 に よ っ て 、

我 々 は現代科学 と 、 どの よ うに 向 き合 え ば い い の か 、 さ らに 、
こ れ に よ っ て 仏 教

の ア ビ ダル マ ダル マ 倶舎論 の 内容 を新 た な観点 か ら見 直す事が 大切 だ とい うこ と
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が 分か っ て くる 。

  定義

1． 点 とは部分 を もた ない もの で ある。

2．線 と幅 の ない 長 さで あ る 。

3．線の 端 は 点だある 。

4． 直線 とはその 上 に ある点につ い て
一

様に横たわ る線 で ある 。

5．面 と は長 さ と幅 の み を もつ もの で ある 。

6．面 の 端 は線で ある 。

7．平面 とはそ の 上 に ある直線 に つ い て
一

様 に横 た わ る面 で あ る 。

13．境界 とはあ る もの の 端 で あ る 。

14． 図形 とは
一

つ また は二 つ 以上 の 境界 に よ っ て 囲 まれ た もの で ある 。

16． こ の 点は 円の 中心 とよばれ る 。

17． 円の 直径 とは 円の 中心 を通 り両 方向で 円周 に よ っ て 限 られた任 意 の 線分 で あ

　　 り、 そ れ は また 円 を二 等分する 。

20。 三 辺 形の うち、等辺 三 角形 とは三 つ の 等 しい 辺 をもつ もの 、
二 等辺三 角形 と

　　 は二 つ だけ等 しい 辺 を もつ もの 、 不等辺三 角形 とは三 つ の 不 当 な辺 を もつ も

　　 の で あ る 。

23．平行 線 とは 、 同
一

の 平 面上 に あ っ て 、 両 方向 に 限 りな く延 長 して も、 い ず れ

　　 の 方向に お い て も 、 互 い に 交 わ らない 直線 で あ る 。

  公準 （要請）

1．任意の 点か ら任意の 点へ 直線 を引 くこ と 。

5．お よび
一

直線が 二 直線に 交わ りお な じ側 の 内角の 和 を二 直角 よ り小 さ くす る

な らば 、
こ の 二 直線は 限 りな く延長 され る と二 直 角 よ り小 さい 角の ある側 にお い

て 交わ る こ と。

  公理 供 通概 念）

1． 同 じもの に 等 しい もの は また互 い に等 しい
。

7． また 互 い に 重 な り合 うもの は 互 い に等 しい
。

8． また 全体 は部分 よ り大 きい
。

9． また線 分 は面積 を囲 まない
。
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原論成立 の 歴 史

　こ の 原論 の 規定 は は どの よ うに成立 したかの 歴史 をを知 っ て お く必要が ある 。

『ユ
ー

ク リ ッ ドの 原論』 共立 出版縮刷版 よ り

　訳 ・解説 中村幸四郎 ・寺阪英孝 ・伊東俊太郎 ・池 田美恵

　「現代 に お ける 学術の 起源 を考察すべ きで あ る な ら 、 多 くの 人々 が 語 っ て い る

よ うに 、 幾何学 は最初 エ ジ プ ト人 に よ っ て 発明 され 、 土 地 を測量 する こ とか ら生

じた我々 は い う。 なぜ な らこ の 土地 の 測量 は 、 ナイ ル 河 の 増水が 各人 に所属 して

い る （土 地の ）境界 を消 して しま うゆ えに 、 彼 ら に と っ て 必 要 な もの だ っ た の で あ

る 。

… …幾何学 は上 述 した こ とが 原 因とな っ て エ ジ プ トに お い て発 明 され た の で

ある 。 タ レ ス は初 め て エ ジ プ トにや っ て きて 、 こ の 学 問 をギ リシ ャ に もた ら し、

彼 自身 も多 くの こ とを発 明 した が 、 ある 人々 に よ り一 般 的 な仕 方で 、 た の 人々 に

は よ り感覚的な仕 方で 多 くの こ との 原 理 を後継者 た ち に教 えこ ん だ 。 彼 らの 後に

は 、 詩人 ス テ シ コ ロ ス の 兄弟で あるマ メ ル コ ス が お り、 幾何 学の 研 究に専心 した

人 と して 知 られ て い る 。
エ リス の ヒ ピ ア ス もか れ （マ メ ル コ ス ）が幾何 にお い て 名

声 を得た と語 っ て い る 。 彼 らに つ い で 、 ピタ ゴ ラス が こ の 幾何 学 の研 究 を一
つ の

自由教養の 形 に変換 し、 高所か ら こ の 学問の 諸原理 を考察 し、 非質量 的な しか た

で 純粋 に知 的 に諸定理 を研 究 した 。 無理量 の 問題 と世 界 図形、 （正多面体）の 構成

を発見 した の は 実に彼 らで ある 。 か れ らの の ち ク ラゾ メ ナ イの ア ナクサ ゴ ラ ス と

ア ナ クサ ゴ ラス よ り少 し若い キ オ ス の オ イ ノ ビデ ス が幾何 学 に 関す る多 くの こ と

を研 究 した が 、 プ ラ トン も 『競 争者 た ち』 の な か で 、 数学 に お い て 名声 を得た

人 々 と して 彼 らの こ とを言及 した 。 彼 らに続い て 月形 の 方形化 の 発見者で あるキ

オ ス の ヒ ポ ク ラ テス とキ ュ レ ネの テ オ ドロ ス が 幾何学 に関 して有名に な っ た 。 実

際 ヒ ポ ク ラテ ス は 『原論』 を編 ん だ とい わ れ る人 々 の うちの 最初 の 人で あ る 。 彼

らよ り後 に生 まれ た プラ トン は幾何学や そ の 他の 数学的学科 に 関す る情熱 に よ っ

て 、 こ れ らの 学問 に きわ め て 大 きな進歩 を もた ら した 。 彼 らは 自己の 著作 を数学

的議論で 満た し、
い た る と こ ろ で 哲学 に携 わる もの に こ の 学 問に対 す る尊敬 を ひ

き起 こ した こ とは明 らかで あ る 。 その こ ろ タ ソ ス の レ オ ダマ ス と タ ラス の アル キ

ュ タ ス お よび ア テ ナ イ の テ ア イ トス が い た 。 こ れ らの 人 々 に よ っ て 定理 はそ の 数

を増 し、

一
層学問 的な体系 まで 進 ん だ 。 レ オ ダマ ス よ り若い ネオ ク レ イデ ス とネ

オ ク レ イデ ス の 弟子 レ オ ン とは 、 前代の 知識 に多 くの もの を付 け加 え た 。 その 結

果 レ オ ン は 『原論』 を編 ん だが 、 そ れ は 証明 され て い る 命題 の 豊富 さ と有益 さに
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よ っ て きわめ て 注 目され るべ きもの で あ っ た し、 そ らに か れ らは探 求 され て い る

問題 が どの よ うな と きに 解 決可能で あ り、 どの よ うな と きに 不 可能で あるか を定

め る条件 を見い だ した 。 ケ オ ン よ り少 しば か り若 い ク ニ ドス の エ ウ ドク レ ソ ス は

プラ トン の 弟子 たちの 友人で あ っ た が 、 か れ は い わ ゆ る
一

般定理 とい うもの の 数

を増大 させ た最初の 人で あ り、 か れ は既存 の 三 つ の 比例 （算術 的、幾何学的 、 調和 的）

に さ らに三 つ の 比例 を付 け くわ えた 。 彼 は また プ ラ トン に始 まる分割の 問題 を数

多 く提出 し、 その 問題 の （解決）の ため に 解析 の 方法 を用 い た 。 そ れ か ら プ ラ トン

の 友人 の
一

人 で ある ヘ ラ ク レ イ ア の ア ミ ュ ク ラ ス
、

エ ウ ドク ソ ス の 弟子で あ りプ

ラ トン とも結び付い て い る メ ナ イク モ ス 、 メ ナ イ クモ ス の 兄弟 の デ イノ ス トラ ス

トス らは 、 さ らに幾何学全般 をい っ そ う完全 な もの に した 。
マ グネ シ アの テ ウ デ

ィ オ ス は 数学 に お い て も 、 また他 の 哲学の 部門 で も優 れ て い る と評判 で あ っ た 。

実際か れ は 『原論』 を見事に編 集 し 、 多 くの 特殊な もの を よ り
一

般 的な もの に し

た 。 さらにキ ュ ジ コ ス の ア テ ナ イ オス も同 じ時代 の 人 で 他 の 諸学問 に おけ る と同

様 に 幾何学 に おい て も著名で あ っ た 。 こ れ らの 人 々 は ア カ デ メ イア に お い て い っ

しょ に過 ご し研究 を と もに したの で ある 。
コ ロ ボ ン の ヘ ル メ テ ィ オ ス は エ ドク ソ

ス や テ ア イテ トス に よ っ て あ らか じめ提出され て い た もの を大い に前進 させ 、 多

くの 原理 を発見 し 、 軌跡 論の
一

部 を書 い た 。 プラ トン の 弟子 で あ る メ ドゥ マ の ピ

リ ッ ボ ス は 、 プ ラ トン の 勧め で 数学の 門に入 りか れ の 指導 に よ っ て 研 究 を進 め た

が 、 プ ラ トン 哲学 に 貢献 す る と思 うもの は何で も自分 の 問題 と して 課 した 、 そ れ

ゆ え歴 史 を書 い た 人 々 は こ の 学 問 （幾何学）の 成熟の 過程 を、 こ の ヒ リ ッ ボ ス まで

導 い て くる 。 原論 を編 ん だユ ー
ク リ ッ ドは彼 ら （ヘ ル モ ン テ ィ ス や ピリ ッ ボス ）よ りも

それ ほ ど若 くは ない
。

　こ の よ うに タ レ ス か らユ ー
ク リ ッ ドに至 る ほ ぼ 250年 の 問 に 、 きわ め て 多彩で

急速な数学 的発展 が あ っ た こ とが うか が える の で あ り、
『原論』 に つ い て もユ ー

ク リ ッ ドに先立 っ て少な くとも三 人 の 人 が こ れ を編 集 して い る の が わか る 。 す な

わ ちキ オ ス の ヒ ポ ク ラテ ス と レ オ ン とマ グ ネシ アの テ ウ デ ィ オス がそ れ で あるが 、

人 び との 書 物 は恐 ら くユ
ー

ク リ ッ ドの 『原論』 の 内容 の 多 くを先取 りして い る と

思 わ れ る が 、
い まわ失 わ れ て しま っ て い る の で その 詳細 は わ か らない 。 」

科学 の 成立

　現代 の 科学で は 実験 と観測 が不可欠 の 条件 に な っ て い る 。 そ して こ の 成立 の 歴
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史を振 り返 る と、純粋 に科学を探求 しよ うと言うよ り、 普通 の 物質か ら金が 合成

で きない か とい う錬金 術 に 求め る こ とが 出来 る 。 人間の 欲望が化学 を発展 させ た

と もい える 。 そ して 、 数学 に対 す る 、 その 後 の 代数学 や様 々 な分 野の 研究が 、 現

代科学 ・物理 学 を発展 させ た 。

　4　ア ビダル マ 倶舎論

　 『原論』 の 歴史を詳 し く引用 した の は 、 ア ビ ダル マ ダル マ 倶舎論の 内容 を検討

す る上で 、 こ の 論の 成 り立 ちが 多くの 人 々 に よ っ て 考察 され た こ とを知 っ て お い

て もら うた め で ある 。 こ こ で は 『パ ー
リ ・ア ビ ダ ン マ 思 想 の 研 究』 浪花宣 明著

平楽寺書 店の 本 を 中心 に引用 して 説
一

切有 部 を中心 に 述べ る 。
つ ま り、 説

一
切有

部 は他 の 説 よ り現代科 学 に 近 い 考 え方 を して い る と思 われ る か らで ある 。

物 の 微細構造 に つ い て 。

　化学で は 、 物理学 よ り早く物の 反応や 性質等に つ い て 明 らか に された 。 メ ンデ

レ ー
エ フ の 周期表には 、 同 じ性質の 元素が 組織的に示 され 、 化学の 発展 に 大 きく

寄与 した 。 しか し 、 物理学の 進歩 を また なけれ ばその 性質の 本質が 明 らか に な ら

なか っ た 。

　 ギ リシ ャ 時代か ら物質は小 さな こ れ 以 上 分割 で きない 根元 的 な物か ら成 り立 っ

て い る の で は ない か と考 え られ た 。 こ れ以上 細分す る こ とが 出来 ない もの 、 それ

が ア トム とい わ れ原子 と翻訳 され た 。

　 時代が 進 む と 、 こ の 原子 は物 質の 最小単 位で は な い こ とが わ か っ て きた 。
つ ま

り、 原子 は原 子核 と電子 か ら な っ て い る 。
こ の 原子 は 、 わが 国の 長岡半太郎博士

に よ り原子核が 中心に ある太陽系 よ うな状態で ある と予想 され 、 こ の 考えは イギ

リ ス の ラ ザ フ ォ
ー ドの 実験 に よ り確認 され た 。 そ して こ の 原子核 もまた複 数 の 陽

子 と中性子か ら出来て い る こ とが 分 か っ た 。 原子核 と電子 は光 の 交換 で ま と まっ

て い る こ とが分か っ たが 、 原子核の 陽子 と中性子は何の 力で まとま っ て い る の か

謎 で あ っ た 。 そ こ で 、 我が 国の 湯川 秀樹博士 が 、 中間子の 交換 とい うア イデ ア を

発表 された 。 こ の 中間子 も宇宙線の 中か ら発見 された 。

　 さ らに原子核 の 研 究が 進 む と 、 陽 子 や 中性子 もク ォ
ー

ク とい うもの の 集合で あ

る と言 う事 が 明 らか に な っ て きた 。 こ れ をまとめ い て るの は グ ル
ー

オ ン と言 われ

る ニ カ ワ粒子 で あ る とい うこ と も分か っ て きた 。
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　5　ア ビダル マ 倶舎論の 科学的側面

科学の 素粒 子論 とア ビダル マ 倶舎 論の 物質

　 西洋 に 対 して 東洋特 に イ ン ドで は どの よ うに考 え られ て い た の か 、 そ の 範 囲 は

あまりに も広い
。 もの の 存在の 状態や 心に 映る 世界 の 様子 な どな ど 、 仏教 や六 派

哲学 そ れ ぞれ の 主張が ある 。 さ らに 各集団で もそ れ ぞ れ に意見が 分か れ る 。 こ こ

で は ア ビ ダル マ 倶舎論を中心 に考 えて み る 。

　 こ れか らア ビ ダル マ 倶 舎論 の 内容 に つ い て 、 こ れ まで の 視 点 と違 っ た （科学的）

立場か ら考察 して み る 。 テ キ ス トの 殆 どは 「パ ー
リア ビダ ン マ 思 想の 研究」 浪速

宣明　平楽寺書店に よ る 。

　 「物 質 （色）は 四 大種 か ら成 る とい う説 と極微 か ら成 る とい う説 と は 、 元来 、 別

個 の もの で あ っ た らしい
。 しか し 『大 毘婆沙論』 『倶 舎論』 『順 正 理論』 な どの 有

部の 論書 の 中で は両説は合体 した形 で あ らわれ てお り、 両 説が 合体 した経過 を明

確 に跡づ ける こ とはで きな い 。

極微 と刹那滅

『中村元著の 仏教後大辞典 よ り』

極微　 もっ と も微細なもの ・原子 を意味する 。 物質 を もっ とも微細な点 まで 分析

　続けた極限 の こ れ 以上分割出来な い 最小 の 実態 。

（1）極微は 空 間的量 の 最小 単位 と して 規 定 され 、 四 大種 は 質的要素 と して 規定 さ

れ て い る か ら、両 者が 別の 概 念 に属 す る こ とは 明 らかで あ る 。

（2）極微が 七個集 ま っ て 微 とな り、 微が 七 個集 ま っ て金塵 とな り、

… とい う集積

の 系列 と 、 四大種 と次第所造色 との 集積の 様式（八 事倶生説）とは相違 して い る 。

（3）四 大種 説 は仏教 文献 に
一

般 的で あ り、 その 起源 は原始経 典 に まで 遡 り得 る 。

一
方、極微 説 は原始経 典 に は説か れ て い ない 。

（4）パ ー リ ・ア ビ ダ ン マ に は八 事倶生 説に相 当す る集積の 様 式 は 、 色 聚説の み で

あ り、 極微 の 集積 に相当する もの は見 られ ない 。

以上 の 諸点か ら 、 極微説 は後世 、 仏教の 諸部派が外教の 影響の もとに 自派の 教義

体系の 中に取 り入 れた もの と考え られ る 。

　こ うして で きあが っ た物質の 基 本 的な姿は 次の よ うに なる 。

欝 ⊥鵠 ＿ ∴欝 ⊥讐
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物 質は質的観点か らは 四大所造 で あ り、 量的観 点か らは極微所 造で あ る 。

極微の 両義性

　極微の 難解 な点 の 一 つ と して 、 極微が 長短 ・青黄な どの 自相 を持 つ と され る点

が あ げ られ る 。 上 の 図 に即 して い えば 、 集積 して 物質 を形成す る量 的 な単位で あ

る極微 の 能造 ・所造 の 極微 と して 、 そ の ままで 四 大種お よび四大所造色 として 質

的 に物質を規定する 、 と され る こ とで あ る 。

『極微 は是最細 の 色 な り、 断裁破 壊貫穿 すべ か らず。 長 に非ず 、 短 に非ず 、 方 に

非ず 、 円に 非ず 、 正 に非 ず、 不正 に非ず 、 高に非ず 、 下 に非ず、細分あ る こ と無

し 。 分析すべ か らず 。 観 見すべ か らず、 聽聞すかべ か らず、 嗅甞すべ か らず 、 摩

触すべ か らず 。 ゆ えに極微 は是最細 の 色 な り』

こ れ に よれ ば、極微 は 無 方分 で あ り、 自性 は認 め られ て い な い 。 しか し、 これ と

反対 の こ と も考えて い る 。

『問 う、青 の 極微有 りとなすや 否や 。 答 う、 有 り。 但 し眼識所 取 に非ず 。 もし
一

極微青 に あ らずば 、 衆微聚集 また青に 非 らざるべ し。 黄等もまた しか り。 問 う、

長等の 形 の 極微有 りとな すや 否 や 。 答 う、 有 り、 但 し眼識所取 に非ず。 もし
一

極

微長等の 形に 非 らずずば 、 衆微聚集 また応 に長径 に非 らざるべ し。 』

極微の 自性 につ い て の 物理的視点

　物理学で は 、 そ れ ぞ れ の 粒子 に 固有 の 性 質が ある こ とは 明 らか に な っ て い る 。

電子 に はマ イ ナ ス の 電荷 、 陽子 に は プラス の 電荷 、 それ ぞ れ に 反物質が ある 。 核

子は陽子 と中性子か らな っ て い る 。 中性子 は電荷 を持 っ て い ない が 、 ク ォ
ー ク と

い う素粒 子か らで きて い る 。 陽子 もク ォ
ー

クか らで きてい る が 、 中性子 と陽子で

は ク ォ
ー

ク の 性 質が異 な っ て い る 。 陽子 は uud 、 中性子は ddu とい う三 つ の ク

ォ
ー

クか ら、 成 り立 っ て い る。 陽子 と電子 を結 び付 けて い る の は光子 、 陽子 と中

性子 を結 び付 け て い る の は 中間子 。 ク ォ
ー ク を結 び付けて い る の は グル ー オ ン で

あ る 。
つ ま り、 原子 や粒 子 は ア ビ ダル マ の 立場で い えば、 そ れ ぞ れ 自性 を持 っ て

い る 。 陽子 と電子 は プ ラス とマ イナス の 電気の よ うにで ある 。

　ア ビダル マ の 理論 を もう少 し進 めなが ら、 物 理科学 と何が 同 じで何が異 な っ て

い るか比 較検討 して い く。

（105）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報第六十二 輯

極 微の 集積

　 「極微 に と っ て 大 きな 意味を持つ の は 、 （い か なる）極微が 集積 して色聚 を形成す

る とい うこ とで は な く、 極微が 「い か に して 」 集積す る か とい うこ とで ある 。 前

者 は四 大種説 の 問題 で あ るが 、 後者 は純然 と した極微 の 問題 で あ る 。

　 『六つ の もの と同時に結合す るか ら 、 諸極微 は六つ の 方分 を有する 。 』

　前にユ ー
ク リ ッ ドの 『原論』 を詳 しくの べ た の は 点 と極微 の 違 い を明 らか にす

る ため で あ っ た 。
つ ま り、 部分 の 無い 点か ら連続 した直線が どうして 引ける の か 、

それが 面 に な り立 体に な るの は ど うして か 。
ユ

ー
ク リ ッ ドの 幾何や現代数学 で も

連続 した線 を引 くの には 点 と点の 間 を埋 め る 無限が顔 を除か せ る 。

　 しか し、現 実に は我 々 は 連続 して 簡単 に線 を引ける 。 科学的に究明すれ ば 、 鉛

筆の 炭素原 子 な りボ
ー

ル ペ ン の イ ン クの 間に は 隙間が 無い の か とい えば 、 原始や

素粒 子 の サ イズ に な る と隙 間が有 る と しか い え ない
。

　 そ の 点 、 極微 は方分 を有す るか ら隣 り合 う原子 同士 には 方分 を共有 し連続が 途

切 れ る こ とは ない
。

つ ま り、 方分 とは物理 的 に は 様 々 な 中間子 （力 を伝達する）に 該

当する 。

　 もし極微が他の 極微 と結合 し合 っ て 集積 す る とす れ ば 、 極微 は 自らの
一

部 にお

い て結合する しか ない
。 そうで あれば極微 は部分 を有する もの とな り、 無方分 と

い う規定に 反 して しま う。 もし、 あ くまで 無方分で ある こ とに徹する な らば 、 極

微 は 自らの 全 体 に お い て 他 の 極微 を結合する しか ない
。 そ うで ある な らば 、

『六

つ が 同
一

の 場所 で あ る か ら 、 集合物 も（極）微の 量 とな っ て しまう。 』

　 こ うな る と色聚 の すべ て が不 可見 ない し不 可觸 とな っ て しまう。 極微が 無方分

で あ る 限 りこ の 矛 盾 は 避 け られ ない 。 しか し自然 は、 フ ェ ル ミ粒 子 （重ね合わすこ

との で きない ）とボ ー ズ粒 子 僅 ね合 わす こ との 出来 る）に よ っ て こ の こ とを解決 して い

る 。

　 しか しこ の 難点は有部 にお い て もすで に気づ か れ て て お り、 有部 は それ を避 け

る ため に 、 極微 は結合 す る の で はな く、 集積す るの で ある とい う。 極微同士 は 互

い に触 れ合 わ ない
。

『一 切の 極微は実に相触れ ず 、 た だ無間 に 由 り觸の 名 を仮 立

する 。 』 説い て い る 。 また こ の （無間）を世 親は （間隙 な し）と理解する が 、 （無間 とは 中

間 に
一

極 微 の 入 る余地 の な い こ と）との 釈 も有 る 。 また 極微 は理 論 的 に触 れ合 うこ と

は で きない
。 なぜ な ら存在 は刹那滅で あり、極微が 触れ合 うとす る と 、 それ は 二

刹那 を要す る 。 初刹那 に生 じ、 第二 刹那 に触 れ合うか ら 、 と。
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刹那 　 きわ め て 短い 時 間、最小 限の 時間 。

　法蔵館 『仏教 大辞典』 も殆 ど同 じ意 味 。

刹那 の働 き

　「説
一

切有部の ア ビ ダ ン マ に よ れ ば 、 有為法 に は一 刹 那 の 問に 生 ・住 ・異 ・滅

（無常性）とい う四作用 （心不相応 行）が は た らき、 その 結果 、 有為法は
一
刹那の 間に

生 ・住 ・異 ・滅 とい う四 つ の 運動 を経 て 、 未来か ら生 じ、 過去へ と落謝する 、 と

され る 。 あ らゆ る有為法は
一

刹那 の 間 に こ の 四 種の 運動 を経る か ら 、 こ れ らの 四

種は （有為相）と呼ばれ て い る 。 」

　『生 とは生 じる こ と 、 す なわ ち 自体 の 獲得 で あ る 。 滅 と は滅す る こ と 、 す な わ

ち本体の 消滅で あ る 。 そ の 中間 に おい て 、 滅 へ 向か う過程が 住 で あ る 。 』

　 こ れ に対 す る反対論 の 中心 は 、 （住の 刹那）の 否 定 に有 る 。 そ の 論拠 と な っ て い

る の が 、

… 次の
一

文で ある 。

　『す で に 生 じた 「心 は」 生 じつ つ 有 る か 。 滅 の 刹那 に は 「心 は」 すで に生 じて

　い るが 、 生 じつ つ ある の で は ない
。

　生の 刹那 に は 「心は」 すで に生 じて お り、 また生 じつ つ ある 。 』

の よ うで あ る 。 す なわ ち 、 心が滅の 刹那 に にある ときは 、 心はすで に生 じて い る

が （生 じて い る か ら滅する ）。 めつ の 刹那で は 、 心 は生 じつ つ ある の で は ない （心は 滅

しつ つ あ る）。 心が 生 の 刹那に ある と き 、 心 は生 じて お り、 ま た生 じつ つ あ る、 と 。

　 と こ ろが こ の 文に は住の 刹那が あげ られ て い ない
。 も し心 に 住 の 刹 那が ある な

ら、 （住の 刹那 と滅の 刹那 とにお い て）と説 かれ て い るはず で ある 、 反対 論者 は主 張す

る 。 こ の 事 実 を もっ て 反対論者 は 住 の 刹那 を否定 し 、 必然的 に 生 住滅 の 有為 法 を

否定 す る の で あ る 。 」

　 しか し 、 物理 学的 に は 生 ・住 ・異 ・滅 が正 しい
。 フ ァ イ ンマ ン 図 を示 す 。
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　見慣れ て ない 人 に は分か りづ らい が 、 湯川博士 の 発見 した 中間子 を交換す る事

に よ っ て 陽子 が 中性子 に な り、 中性子 が 陽子 に変換す る事を示 して い る 。

陽電子 と電子
の 距離 が さら

に 離 れ る

陽電子 と 電子

が 離 れ て ゆ く

光子が 消滅 し

て陽電子 と 電

子が生成 され

た

電子 と陽電子
が衝突 して消

滅 。 光子が 生

まれた

電子と陽電子
の 距離 が近 づ

い て きた

電子と陽電子
がある

uud

uud

d
一
d

duu

duu

uud とい うク オ
ーク の 3 つ 組
み が 2 つ ある

uud とい うクオ
ーク の 3 つ 組
みが 2 つ あ る

dd が消滅して ，
左か ら来た d
が進み続け る

d が 進路 を変

えて，ddが生

まれる

uud とい うクオ
ー

クの 3 つ 組
み が 2 つ ある

uud とい うク オ
ー

ク の 3 つ 組

みが 2 つ あ る

　そ こ には ア ビダル マ の 住 の 考 えが正 しい 事 を示 して い る 。 また 、 異 の 作用 も光

子の 働 きに よ っ て 示 されて い る 。

　少 し強引 に ア ビ ダル マ と物理学 とを比較 して い る ように考える人 もい る と思 わ

れが 、 科学で 事実 と認定され て い る以外 に余分な もの は入れ て ない
。
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三千大于世 界 と相対性理 論的宇宙観 に つ い て （里 見）

瞑想の 凄 さ

　瞑想に よ っ て 人間は過去 に遡 る こ とが 出来る の で は ない か と思 われ る 。

　私 の 中学時代 、 入江良円 とい う霊雲寺派の 小学校 しか出て い ない よ うな僧 が い

た 。 かれは霊感が 強く、 自坊 に 尋ね て こ られ た ときに次の 話 を され た 。 今か ら六

十年前の 事で ある 。
『人 間は 電気 で で きて い る 。 そ して 、 人 間の 祖 先 は 掌 に乗 る

猿の よ うな小 さな もの で ある』 と話 され た 。 その 時は十分に理解 で きな か っ た が 、

物理 や生 物 学 を学ぶ うち、 禅那波羅密 の 深い 瞑想 は 、 現代科学が到達 した 点まで

達 して い た の で は な い か と考え られ る 。 ア ビダル マ 倶舎論 は そ の 後 、 唯心論に 傾

き過 ぎた よ うに 思 える 。

〈キ ー
ワ

ー ド＞SPACE
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